
日 曜 行　　　事

1 土
2 日 早朝奉仕作業

3 月 計算テスト

4 火 クラブ活動

5 水 全校集会

6 木 お話タイム

7 金 市内陸上競技会

8 土
9 日 長者地区運動会

10 月 学校納入金引落日

11 火 委員会活動

12 水
５年生宿泊学習
　　　　　～１４日

13 木
14 金 ６年生こころの劇場

15 土
16 日
17 月 敬老の日

18 火 クラブ活動

19 水 音楽集会

20 木 代表委員会

21 金
22 土
23 日 秋分の日

24 月 振替休日

25 火
クラブ活動
学校教育課訪問

26 水 全校集会

27 木
28 金 ５時間授業

29 土

30 日
学校公開日
バザー

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①お子さんは意欲的に授業に参

加している

②お子さんは、図南小親子会議で

よく発言する。

③お子さんが総合学習でどのよう

なことを学んでいるか知っている

④お子さんは、地域の人にあいさ

つをしている。

⑤お子さんは、家庭で週１回以上

読書をしている。

⑥お子さんは、親子ふれあい読書

に進んで取り組んだ。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①学校の授業は，楽しい。

②授業中，自分の考えを発表した。

③地域のことについて調べるのは，

楽しい。

④地域の人にあいさつをした。

⑤家で，週１回以上読書をした。

⑥ブックトークでは，よく考えて発表

した。

ホームページはこちら → http://www .hachinohe .ed . jp/tonan_e/
ブログもごらん ください→ https://nblog .hachinohe .ed . jp/tonane/

◆第１６回東北学童新人軟式野球大会 八戸予選

【優 勝】 長者ベースボールクラブ（図南小・長者小合同）

本校メンバー ４年 庭野 、５年 大沼

５年 工藤 、庭野 、松尾

＜９月の生活・保健目標＞
○時間を守って生活しよう
・授業のチャイムを守る
・「図南小よい子のやくそく」を守る

○バランスのよい朝食を食べよう

夏 の 思 い
校 長 馬 場 悦 子

夏休みの話題といえば、全国選抜高校野球大会での秋田県立金足農業高校の活躍

ではなかったでしょうか。私立高校の強豪がひしめく中、公立高校が決勝に進むこ

とは快挙であり、吉田投手をはじめ選手全員の一球入魂の姿が光りました。

八戸市立図南小学校

平成３０年度 NO４

９月号

学校目標＜自ら考え、共に学び合う力を育てる＞

施策 （１）見方、考え方を働かせる授業づくり ･･････＜アンケート項目①②＞

（２）地域貢献の意識を育てる総合的な学習 ･･･＜アンケート項目③④＞

（３）クラスブックトークの計画的実施 ･･････ ＜アンケート項目⑤⑥＞

【 児童の評価結果 】 【 保護者の評価結果 】

子どもの評価は、全項目で肯定的評価が８０％を超えています。保護者の評価では、①授業への参

加意欲、④地域へのあいさつ、⑥親子ふれあい読書の３項目が８０％超えていますので、各施策の半分

はよい傾向です。今後、がんばりたいことは、「②親子会議でのお子さんの発言」と「⑤週1回以上の読

書」です。「③総合的学習の取組の周知」については、学校で取組状況を発信していきますので、ご覧

になりお子様と話し合うきっかけにしてください。子どもたちが自ら話し合い考えを深める力を育て

るため、学校と家庭が連携して目標を達成させたいと思います。

毎年思うことがあります。

「一球同心」、「チームのために」など、個性の異なる選手たちを一つの目標

に向かわせる言葉、それを胸に戦う高校球児の一心不乱の姿は、美学として私

たちを感動させます。しかし、（おそらく日本人特有の）この美学が戦争とい

う目的に使われた時代がありました。

甲子園の熱闘が続く最中、８月１５日に毎年行われる戦没者追悼式のテレビ

中継を見ながら、高校球児たちと、「国のために」と戦争にかり出され見知ら

ぬ地で命を落とした純粋無垢な若者たちが重なり、さらに自分の息子だったら

と思うと、涙が止まらなくなるのです。

また、最近、個人より団体や組織の上層部が優先された結果起こるスキャン

ダルが多いようです。過去の体質から抜け出せない指導者や上司が問題になっ

ています。今は、「多様な個を尊重した上での協働」が求められる時代です。

個性豊かで、世界平和のために、主体的、自立的に考えられる人材を育てるこ

とが重要です。

夏の熱闘が、チームのため学校のためだけでなく、一人一人の人間力を高め

る経験として心に刻まれることを願います。

◆全国戦没者追悼式での天皇陛下のお言葉◆

（前段 略） 終戦以来既に７３年、国民のたゆみない努力により、今日の

我が国の平和と繁栄が築き上げられましたが、苦難に満ちた往時（過去）をし

のぶとき、感慨は今なお尽きることがありません。

戦後長きにわたる平和な歳月に思いを致しつつ、ここに過去を顧み、深い反

省と共に、今後、戦争の惨禍が再び繰り返されないことを切に願い、全国民と

共に、戦陣に散り戦禍に倒れた人々に対し、心から哀悼の意を表し、世界の平

和と我が国の一層の発展を祈ります。
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